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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公表番号】特表2016-537495(P2016-537495A)
【公表日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2016-551107(P2016-551107)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  29/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   67/04     ＺＢＰ　
   Ｂ３２Ｂ   27/36     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   29/04     　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｌ  101/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月27日(2017.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　約１９％ｗ/ｗのＰＬＡ、５６％ｗ/ｗのＰＢＡＴ及び約２５％ｗ/ｗのＰＣＬからなる
レイヤ１;
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５０７】
　シート１９の物性測定値は以下のとおりであった:破断点引張強度は２６ＭＰａであり
、破断点歪みは１９０％であり、そしてヤング率は８２１ＭＰａであった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５１０】
　シート２０の物性測定値は下記のとおりであった。破断点引張強度は２４ＭＰａであり
、破断点歪みは１９３％であり、そしてヤング率は５０９ＭＰａであった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０５１３】
　シート２１の物性測定値は以下のとおりであった。破断点引張強度は３０ＭＰａであり
、破断点歪みは１０９％であり、そしてヤング率は６２３ＭＰａであった。
表９ａ～ｃ：多層ポリマーシートについての機械特性の要約。シート３、４及び８の詳細
は上記の例４に詳述されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５３７】
　シート２２の物性測定値は以下のとおりであった。フィルム機械方向（ＭＤ）で、最大
荷重時応力は２３ＭＰａであり、破断点歪みは１６６％であり、そしてヤング率は８９９
ＭＰａであった。フィルム横断方向（ＴＤ）で、最大荷重時応力は２３ＭＰａであり、破
断点歪みは４４％であり、そしてヤング率は８３０ＭＰａであった(下記の表１１を参照
されたい)。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５４０】
シート２４：
　約17.5%w/wのPLA及び52.5%w/wのPBS及び30.0%w/wのPCLからなる単層生分解性シートを
シート２３に関して上述したのと同一の手順を用いて調製したが、ここで、使用されるポ
リマーの量は175grのPLA、525grのPBS及び300grのPCLであった。シート２４の物性測定値
は以下のとおりであった。フィルム機械方向（ＭＤ）で、最大荷重時応力は３１ＭＰａで
あり、破断点歪みは１２３％であり、そしてヤング率は１００６ＭＰａであった。フィル
ム横断方向（ＴＤ）で、最大荷重時応力は１９ＭＰａであり、破断点歪みは３２％であり
、そしてヤング率は５７２ＭＰａであった(下記の表１１を参照されたい)。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５４１】
シート２５：
　100%のPCLからなる単層生分解性シートをシート23に関して上述したのと同一の手順を
用いて調製し、ここで、使用されるポリマーの量はlOOOgrのPCLであった。シート２５の
物性測定値は以下のとおりであった。フィルム機械方向（ＭＤ）で、最大荷重時応力は９
ＭＰａであり、破断点歪みは２７０％であり、そしてヤング率は２９３ＭＰａであった。
フィルム横断方向（ＴＤ）で、最大荷重時応力は９ＭＰａであり、破断点歪みは５２１％
であり、そしてヤング率は４４５ＭＰａであった(下記の表１１を参照されたい)。
【手続補正８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　少なくとも１つの層を有し、該層はポリ（ε－カプロラクトン）（ＰＣＬ）、ポリヒド
ロキシアルカノエート（ＰＨＡ）及びそれらの混合物からなる群より選ばれる第一の疎水
性ポリマー、及び、ポリブチレンスクシネート（ＰＢＳ）、ポリブチレンスクシネートア
ジペート（ＰＢＳＡ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリブチレンアジペートテレフタレート（
ＰＢＡＴ）、ポリジオキサノン（ＰＤＯ）、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）及びそれらの任
意の混合物からなる群より選ばれる第二の疎水性ポリマーを含む、生分解性シート。
【請求項２】
　ＰＨＡはポリヒドロキシブチレート（ＰＨＢ）、ポリヒドロキシバレレート（ＰＨＶ）
、ポリヒドロキシブチレート-ヒドロキシバレレートコポリマー（ＰＨＢＶ）及びそれら
の任意の誘導体又は混合物からなる群より選ばれる、請求項１記載の生分解性シート。
【請求項３】
　第一の疎水性ポリマーの量は約5%w/w～約45%w/w、約20%w/w～約45%w/w又は約25%～約40
%の量で存在する、請求項１又は２記載の生分解性シート。
【請求項４】
　前記第二の疎水性ポリマーは少なくとも１つの層の中に存在し、そしてＰＬＡ、ＰＢＳ
、ＰＢＳＡ及びＰＢＡＴ、又はそれらの混合物からなる群より選ばれ、当該混合物はＰＢ
ＳとＰＢＳＡとの混合物、ＰＢＳとＰＬＡとの混合物、ＰＢＳＡとＰＬＡとの混合物、又
はＰＢＡＴとＰＬＡとの混合物である、請求項１～３のいずれか１項記載の生分解性シー
ト。
【請求項５】
　前記第二の疎水性ポリマーは前記層の質量の約55%w/w～約95%w/wの量で前記層の中に存
在する、請求項４記載の生分解性シート。
【請求項６】
　前記シートは単層シートであるか又は２、３、４、５、６又は７層から成る多層シート
である、請求項１～５のいずれか１項記載の生分解性シート。
【請求項７】
　少なくとも１つの層が、当該層の約60%w/wのＰＬＡ及び約40%w/wのＰＣＬから成る、請
求項１～６のいずれか1項記載の生分解性シート。
【請求項８】
　前記シートは二層シートであり、約70%～80%w/wのＰＢＳ又はＰＢＳＡ及び約20%～30%
のＰＬＡを含む第一の層及び約15%～25%w/wのＰＬＡ、約50%～60%w/wのＰＢＳ又はＰＢＳ
Ａ及び約5%～30%w/wのＰＣＬを含む第二の層を含む、請求項６記載の生分解性シート。
【請求項９】
　前記シートは三層シートであり、約70%～80%w/wのＰＢＳ又はＰＢＳＡ及び約20%～30%
のＰＬＡを含む第一の層、約70%～80%w/wのＰＢＳ又はＰＢＳＡ及び約20%～30%のＰＬＡ
を含む第二の層及び約5%～45%w/wのＰＣＬ又はＰＨＡ及び約55%～約80%w/wのＰＬＡ、Ｐ
ＢＳ、ＰＢＳＡ、ＰＢＡＴ又はそれらの混合物を含む第三の層を含み、ここで、前記第二
の層は内側層であり、そして前記第三の層はコンタクト層である、請求項６記載の生分解
性シート。
【請求項１０】
　約100%w/wのＰＢＳ又はＰＢＳＡを含む層を含む、請求項６記載の生分解性シート。
【請求項１１】
　前記シートは三層シートであり、約15%～25%w/wのＰＢＳＡ又はＰＬＡ、約50%～60%w/w
のＰＢＡＴ又はＰＢＳ及び約5%～30%のＰＣＬを含む第三の層を含む、請求項６記載の生
分解性シート。
【請求項１２】
　三層シートは約15%～25%w/wのＰＢＳＡ、約50%～60%w/wのＰＢＳ及び約20%～30%のＰＣ
Ｌを含む第一の層を含む、請求項６記載の生分解性シート。
【請求項１３】
　前記シートは五層シートであり、約25%w/wの第一の疎水性ポリマー及び約75%のＰＢＳ
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及びＰＢＳＡの混合物、ＰＢＳ及びＰＬＡの混合物、ＰＢＳＡ及びＰＬＡの混合物及びＰ
ＢＡＴ及びＰＬＡの混合物からなる群より選ばれる第二の疎水性ポリマーの混合物を含む
第一の層及び第五の層を含み、場合により、ＰＶＯＨ及びＥＶＯＨ又はその混合物からな
る群より選ばれる親水性ポリマーを更に含む、請求項６記載の生分解性シート。
【請求項１４】
　前記シートは五層シートであり、約40%w/wの第一の疎水性ポリマー及び約60%w/wのＰＢ
Ｓ、ＰＢＳＡ、ＰＬＡ及びＰＢＡＴからなる群より選ばれる第二の疎水性ポリマーを含む
第一の層及び第五の層を含み、場合により、ＰＶＯＨ及びＥＶＯＨ又はその混合物からな
る群より選ばれる親水性ポリマーを更に含み、場合により、70%w/w～99%w/wのＰＶＯＨ及
び1%w/w～30%w/wのＰＢＳ、ＰＢＳＡ、ＰＬＡ、ＰＢＡＴ又はＰＣＬを含む内側層を更に
含む、請求項６記載の生分解性シート。
【請求項１５】
　約5%w/w～約45%w/wのＰＣＬ又はＰＨＡ又はそれらの混合物、及び、約95%w/w～約55%w/
wの量のＰＢＳ及びＰＢＳＡの混合物、ＰＢＳ及びＰＬＡの混合物、ＰＢＳＡ及びＰＬＡ
の混合物又はＰＢＡＴ及びＰＬＡの混合物を含むコンタクト層を含む、請求項１記載の生
分解性シート。
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